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:基礎地質学講座≡

層位学

(総論その⑧)

5.3.生物層位学的単元に関する補足

米国の層位学的命名規貝1｣に示された生物層位学的単元

について補足説明あるいは新単元の追加の必要が感じ

られるのは王)肋NT0Nの小帯と動物小灘2)ARK肌L

の帯と関連講単元の用語3)K篶EIN肥LLの階と帯4)

生存区間に基づく帯の種類および5)最近のおもに浮

遊性有孔虫による生物層位学の進歩に伴って使われるよ

うに次った基準面の概念とそれによって規定される新

しい生物層位学的単元“間在帯"の5つである｡

5.3.乖.小箒と動物小群

FENToN,αLおよびA.R(1928)によって提案さ

れた小帯(Zonu1e)および動物心講(F&沿nu1e)は

わカ洞でも戦後さかんに使われた概念であるがなか

には本来の定義から離れた使われ方も少たくない.

両臨棚独は小帯を次のように定義している.

職小帯はある動物小群を含む地層鮮あるいは地層であ

りその厚さおよび分布域はその動物小鮮の垂直的なら

びに永平的の分布範囲によって限られている抄.

裏た同じ論文のなかで両賄NToNは動物小群を次

のように考えている､

“動物小群は1つあるいは少数の隣接する地層と1体

となった化石動物で普通1つの共同体(AssociatiOn)

表3-9帯および関連語単元に関する用語
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あるいは階層社会(LayersOciety)である1つの共同生

活体(C0醐㎜㎜…ty)の代表者によって支配されている."

両F皿NTONは“本質的に同じ組成から放る動物小灘が

明らかにちカミった層準に見出される"すなわち篭それら

は再現することがある"ごとにも注目している吉

以上に述べたことから明らかなように爾&鮒瞭の

小帯は後年の群集帯の意味で使われているといってよい山

また当然のことだから動物小灘は化石動物凝集のこ

とである.FamuIeはFauna(動物灘)に指小的名詞

語尾ま圭幽"を付して作られた用語で重直的にも水平

的にもまた分類学的にも広狭さまざ蜜た意味で使わ

れている砧un後と区別するための造語にほか汝らたい.

同様にしてF1ora(植物灘)からF1oτ皿1e(植物小群)とい

う用語か作られそれによって小帯を定義することも行

たわれている山

以上に述べた雨F酬丁0Nの小帯に対して衆国の層位

学的命名規則における公式の小帯が凝集帯生存区間

帯および共存区間帯の各帯の最小分類単元として定義さ

れていることに改めて注意されたい.

5.3.2.幕と関連諸単元

ARK肌L,W.J.(1933)は帯および関連語単元の用

語を'表3-9のようにまとめている｡本表に示され

た彼の考え方のもっとも特異な点は生物学的基準だけ

で区別される年代学的用語(Chr0貴｡夏｡gic童ems)を採

用していることであろう.これに対して米国の層位

学的命名規則における公式の地質学的時間単元は模式

断面あるいは模式地域における岩石系列のなかで上･

下の境界を規定された時間層位学的単元に対応するもの

として認識されていることに注意を要する.

表3-9のなかでもっとも古い歴史を有するヘメラ

(He㎜箭a)はもともと葛訂帆皿服呈S.S｡(1893)によ

って生物の種がその系統発生上でもっとも栄えたす

たわちアクメ(Ac雌)に達した期間として定義され

たもので彼はイギリスの前期ジュラ紀中に159のア

ンモナイト類のヘメラを認めた､さらに1902年彼

はアクメに達している時間を表わす地層区分をもヘメラ

と呼んだがこれは後年TRτ丁酬1畑,且(工923)によ�
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ってエピボｰル(Epibo1e)として区別された咀

これとほぼ同義の用語としてpeaし⑪虹e､耽鵬蝪｡ne,

および{OOd･Oneが使われることもある(米国の層位

学的命名規則の第20条の注意(9)参照).狂お一般に

理解されているヘメラは生物の種に限らず他の分類

単位についても使われておりそれに対応する用語であ

るアクメおよびエピボｰノレについても同様である.

生物のある分類単位のヘメラは地域ごとに多少のず

れはあっても地理的にひろく認められ層位学的にも

エピボｰノレとして区別されやすいという観点からこれ

らの諾概念は地層の時間対比にかつてさかんに適用

された.多くの教科書に生物のある分類単位がアク

メに達したことは姐個体数の増加や地理的分布の拡大に

よって知られるμと説明されているが地理的分布の拡

大の認定は同時代のものという前提があってはじめて

成立するのでこれらの諸概念による地層の時間対比は

まさに循環論におちいっているといえる.この点

A弧肌Lがアクメを“9reatestabundanceina1oca1

SeCti㎝"とは恋はだ具体的にとらえていることは理

論的に見て飛躍的進歩であるとともに関連する諾概念

の地層の時間層位学的対比に対する適用性の限界をお

のずと示しているといってよかろう.これらの諾概念

がおもにイギリスのジュラ系のアンモナイト類を扱っ

た学者によって提案由使用されていることからもうかが

えるようにARK肌L以前の素朴た考え方に立脚しても

結果として得られた地層の時間対比に今日から見ても

大き愈誤りがないこ1とは中生代とくにジュラ紀の特

異性の反映と考えられる.

5.3.3.幕と簑皆

層位学あるいは層位学的研究という言葉を表題に含

む論文は無数にあるが先に引用したSc醐NcKおよび

MU皿服(1941)の論文以前には階とか帯とかいう用

語が僕われていても厳密性を欠いているものが多い.

産出頻度にむらが多い大型化石に依存している眼リ研

究者が意識して用語の使用を厳密にしようとしてもあ

る程度の厳密性を保つことで満足しなければたらたいの

カミ普通である.しかし192◎年頃から石油鉱床の探

鉱に地層中に広く分布する有孔虫化石による生物層位

学的調査が活用されるようになり近代生物層位学への

道が開かれた.

有孔虫による生物層位学グ)発展過程には2期が認め

られる.錦!期に当る2肚紀前半においては底生種

に基づいた分帯(Zoning)がもっぱらであった.第

2期の今世紀後半に入って浮遊性種による生物層位学

がにわかに発展し理論的にも補強されて発展の速度

を増しつつ今日に至っている､

この第工期の代表的た成果が底棲有孔虫によってカ

リフォノレニァの帯新統の時間層位学的区分を行なった

KL醐N囲LL(1938)の研究である.彼は多くの地区の

底棲有孔虫による連続的た化石層序を組立てこの地方

の時間層位学的区分を確立した,この区分はカリフ

ォルニアばかりで放く北米太平洋沿崖地域の基準とし

て広く受け入れられ今日でもあまり改訂されていない.

これはある連続した地質断面において化石層序を明

らかにして分帯を行たい次に地区を異にする他の断面

にこの区分を適用し次第にその範囲を拡大するととも

に生物層位学的区分の古生物学的基準の有効性を絶え

ず検討するという彼の方法論的基礎の確かさを示すも

のである.

KLElN腿肌の研究は1938年伽亘｡ce鵬S娩tigraphy

○王Ca1施mia"という単行本にまとめられかつ戦後

(1955)再版されているので在学中通読をすすめられ

た読者も少次く次いであろう｡この中でKL週酬P肌Lは

OPP班以来の層位学的諸用語について原論文を引用し

つつ論評を加えた後ヨｰ浜ツバで一般に使われている

階名をカリフォルニアの中新統に適用することを避け

有孔虫灘(EOraminifera王fauなaS)に見られる大き匁変

化に基づいて新しい階名による時間層位学的区分を行

次った･また階の命名に当って彼はすでに確立さ

れた累層名中の地名を語根とすることを避けている.

これはわが国の日本海岸の油田地方において層ある

いは累層をそのまま階に代克た階名がいまなお広く使わ

れ無用の混乱を招いているのとは大きな相違である.

このK咽INPELLの用例にならって米国の層位学的命

名規則の第32条の注意(c)では歴史の古い階名には岩

石層位学的単元中の地名を語根としているものもあるカミ

新しく階を設定する際には語根としてこのような地名

を陵うことは避けるべきであるとしている.また

KL皿1鵬肌Lの帯は階の細分として使われておりOPP週L

の用例とまったく同じである.

KL㎜鵬肌Lの階と帯の概念については実例について

見るのがもっともよいであろう.図3-4は彼によっ

て与えられたCa1ifomiaのRe1izCanyonの断面であ

る.本図において最上段が今日でいう岩看層位学的区

分第2段がその細分第3段が時間層位学的区分お

よび第4段がその細分(帯)である.たとえばRe皿

2i狐Stageおよびその細分である帯について彼は次の

ように定義している｡�
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図3一連Re1i2Cany㎝(Monterey郡C礒蓋1{om1塁)の断脳(KLEINP肌L1938)

〔没琶1izia双Stage〕

Re1王2C柵y㎝においてほ模式的たVaq鮒｡s砂岩

の上限より上方､425～970ftの間にある石灰質頁岩で

下部の75ftはシノレト質たいし砂質でありMOnte･ey頁

岩の下部層(厚さ970ft)の中国上部を占める｡

〔下部〕81エ肋096鮒三郷1鵜んθ∫{Z0鵬:層位学的分布の

限定され免肋g幼刎ω蜥｡閉{6αおよび3ヌ砂ん｡g召〃ブ切α

伽91腕多の多産月㎎東郷むα蜥｡閉{ω,3o伽左棚加必ル

ε〃α,亙粥差α伽θπ倣ああ粥互去､N0ゐg腕8曲α〃η伽α

加砂&茗肋〃刎肋〃伽ク伽{伽αおよび吻zη〃脇θ肋

むαz伽閉三δパ功卿術αの最下位の産出およびGツ削ム

36脇喜0脇"と模式的液五0M肌3互〃ψ伽の最上位

の産出によって特徴づけられる.

〔上部〕跳伽雲附加αみ1伽〃Z…:工洲α･1{舳'

ダξ娠燃念の歩帯に限定一された産出血豆{棚壬棚ク吻30か

･肋,D･痂脇“あ伽〃,R･ろ泌舳1{･･〃α狐｡R･ろ･･Z洲

3榊クZψおよび晦ZηZ"舳｢加6α蜥07切{Cα0あ伽の最下

位の産出および肋z伽{伽φ㈱ゐψヂ1ゐ,α肪肋∫

伽鮒主6伽洲,1〉;･6ogθ舳カ脇α肋舳,8妙｡g･〃肋!α

ろ閉棚6〃,肌加〃伽ブ主α0閉砿αおよび吻Z肋〃附加

3ψ鮒αの最上位の産出によって特徴づけられる.

以上の引用から明らかたようにKLEINPELLの帯は

後年の共存区間帯そのものである､また彼の階の境

界は帯の境界に置かれているがこれも米国の層位学的

命名規則の第27条の注意(a)において推奨されている時

間層位学的単元の境界のきめ方の1つである･しかし

帯の定義に底棲種が使われているため彼の帯および階

の適用範囲は彼自身も述べているようにカリフォノレ

ニアオレゴンおよびワシントンの3州の海成第三系

の分布範囲に限定される,またわが国では累層に

対応する時間層位学的単元が階であり層群に対応する

それカ池であると誤認されている向きもある赫図3-

4から明らかなように累層(たとえばM嚇erey頁

岩)カミ複数の階を含むこともあり得ることに注意する必

要カ三ある､この地方の古第三系については置醐鮒且

孤の弟子のM^LoRY亘YS〈蝸9)の吃鮒e更丁舷t三岬

biostratigraphyoftheCa1ifom三歓｡oas竜夏舳ges…呈があ

る.これは師の遺体を次いたものであり両者とも半

定量的改のが欠点である.

5.3,4.生存区間に基づく帯の種類

算シドン地質学会の層位学規貝箏小委員会(Stratigra-

�楣���卵扣潭浩��潦�敇��������

ofLondon)の最近の報告(1967)では生存区間に基づ

く帯に次の4つを認めそれぞれ次のように定義してい

､

る.

1)全生存区間帯(To危ahangezone)

類単位の全生存区間で規定される.

1つの分

2)部分的生存区間帯(Pa工血互ra1王gez㎝e)代表

分類単位の生存区間の一部あるいは複数の分

類単位の生存区間の一部分の組合わせで規定さ

れる(例:01曲4肪〃概施肋金一αoろ｡11o肋Z加

μグψぴ01伽`Zα部分的生存区間帯).

3)未分化区間帯(COnsecutive工ai昭雀zOne)1

つの進化系列を示す分類単位のうちその基本

型の出現から子孫型が分化･出現するまでの

部分で規定される(例:αoあ㈱滅{αψ1伽一

〃1工8{未分化区間帯).

4)共存区間帯(Concurrent工a㎎e搬同系統

上無関係の複数の分類単位の共存医聞で規定さ

れる.

以上の4帝のたかでとくに層位学的価値が高いのは�
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lrξ舳榊P-R-Z�'〃1加{z������������

P-R-Z1都分的生存1主間帯C-R-Z

注)厳密にいえば本表右らんと妓有期間は

:未分化生存区咄｣拙:Z;桃:およびSZ:皿滞

生存1刻問1とすべきである.

(高柳洋書による.1970よリ)

3)の未分化区間帯であろう(表3一工0参照)､これは

単一の分類単位(一般に種)の部分的生存区間帯でもあ

るが時間層位学的対比に米国の層位学的命名規則

(ユ96王)で規定された共存区間帯と同程度に有効たこと

はその上限を規定するのに直上の共存区間帯の認定

が必要なことの当然の帰結でもある.また2)の部分

的生存区間も単に全生存区間帯の任意の部分ではたく

その上･下隈を規定するには一般に種の客観性のある

生存区間の何かが使われているこ.とおよび米国の層

位学的命名規則(1961)で規定された共存区間帯のうち

系統上関係のある複数の種によって規定されるものは

上記の部分的生存区間帯になることに注意する必要があ

る.しかもこのようなものこそ本来の帯すなわ

ち共存区間帯として重要なものであり上記のようなと

リ扱いをするに当っての新･再定義のやり方にはに

わかに賛成できないものを感ずる.

上に述べた4種の帯および群集帯を使ってB工･0wら

は新生界に表3-1!の右側に示すような42の浮遊性有孔

虫帯を識別している.ただしこれら42帯中凝集帯と

されている唯一のものである最上位のN23帯はαo休

g3伽σεα肋α6α肋αおよび助伽ぴ｡滅肋肋ゐ1丑{50ω15

αしご肌1･吻の出現を下限とするもので両種とも現生種

であるあるところから凝集帯とされているか丙種の生

存区間が今後どこまで伸びるかわからたいことを考慮す

ればこれはむしろ部分的生存区間帯であタ通常癬集

帯とされているものとはまったく別のものである.

5.3.5.基準面と聞社苗

表3-1!に示した各帯はそれぞれの代表種の後に示

されているように前節で述べ講帯の定義に当てはまる

ように規定されたように見えるが実際には多くの帯

の境界は特定の生物分類単位が出現あるいは消滅する

層準におかれておりそのようた層準に挾まれた部分に

ついて適当放帯名が与えられているのが実情である､

このような特定の層準を重視する考え方はbR0Y,L.

W.(19391948)の01切4〃α面に端を発するもので

今ト1ではこのような属準は一般に基準面(D孤mp1缶

ne)と1坪ばれている.α伽"〃α舳加ω劣α〆Oエ概㈱エ

(図3-5)は最終房が単一の球形房からたり進化の

終着点の1つを示す浮遊性有孔虫の1種でL醐0Yは

本種カ…最初に出現する画すなわち本種が見られる最�
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右はしの基準面は通常それぞれの分類単位(周極および亜種改ど)の初出現の層準磁で勅るがEXを付した場合は消滅の層準面を表わす.

Con3･R･Z:未分化生存区間俳Conc･R･Z:共存区闘雑P･R･Z:部分約後薪剛賢]海およびT･R･Z:全生存区間雑(BERGR脳

���



一23一

BlOS巨筒旺S

○芦

OR圏Ou悶森A向D

醐O隈圏UuNA

BlOSE剛ES工〔

ST森GεC

Biorbulin琶

��潢慴愀

STAGεC

BiorbulinabiIoba士a

S↑AG凄爵

�

･r一?､

叶著一一よ

㍗?岬一一一

81◎S巨RI1=SI

協���

�払�梧��敲�

sγ威儀邑6

眺晦ri･･id･･士･ansit◎ria

s↑《G巴轡

Gl･b脚･･fd鍋tr釧si抽蝸

Orbulinasuturδ時金

冠TAG裏5

蝸敏indde･星1㎝6r脳･ir･･1∂･is

S1'AG置毒

STA侵匡A

舳ig･h･｡id･s卿h偉ギi･･

国3-5

舳鮒･叫i叩…i･･

､

汐

STAG邑3

G1曲菖･r1n･id･･星1㎝㈹s･c…8

STAG匡'零

Gl･雌･i･oid･･｡b卵h･･i･目

α◎鴫erin◎id･s舳｡ba

0ブ肋伽αおよび醐｡rあ〃6湖の起原と進化系列(BL0w

���

S↑AG匡一�



一24一

下位の面が中部第三系における時間層位学的対比の基

準とたることを暗示した.このような考え方を発展さ

せたのがJ犯NK1Ns,D.G(1966)およびB鵬GR酬,W.

A.(19661969)で彼らは世界各地の地質断面におけ

る特定の生物分類単位(おもに浮遊性有孔虫の種)の初

出現または絶滅の時点(Datum)を連ねた面(P1ane)

すたわち基準面を時間層位学的対比の根拠とした.し

かし真の初出現または絶滅の時点は実際には認識する

手段のない抽象的なものでわれわれが実際に把握でき

るのはある層位学的断面における初出現または絶滅の

層準であり立体的把握が可能にたった場合には層準面

である.さらに初出現または絶滅の層準はたとえ

時間がかかっても各層位学的断面ごとに推計学的に

意味のある産出頻度の定量的表現法によって種別の分

布図を描いた上で表明されるべきものであろう.

このように十分な手を尽した上で認識された基準面は

相当広範囲にわたって文字通り時間層位学的対比の基

準と恋ゆ得るであろう.またある種の基準函を認識

できる範囲と他の種の基準面を認識できる範囲とが

ある程度地理的に重複しているのはむしろ普通のこと

であろう一それ故認織できる基準面の数およびその

規定に使われる種には欠きた地域差があると考えられ

るがこれら基準面を先に述べた火砕質鍵層のように使

うことによって精粗の地域差は生じてもとに角洲

世界的な時間層位学的対比カミ可能になると考えられる.

浮遊性有孔童および一部の超微細浮遊生物による基準面

の追跡は最近の層位学の進歩の中でも特記すべきこと

の五つであるが火砕質鍵層によってアｰベヅトを規定

したようにこれらの基準面を使って新しい帯を規定す

ることが可能でありそれを使って世界中の地層を組織

化できることはアｰベットについて先にくわしく述べ

たことから明らかであろう.そこである2つの基準

面に挾まれる全岩層を間在帯(Interposedzone)と

呼ぶことを提案する.この定義によれば表3-11の

撮右欄に示された29の基準面からは

���〶

の間在帯が規定されることになる.個々の間在帯は

たとえば

8万α㈹脇1〃α･ん1165む3〃∫/αoみ伽伽αム･〃｡〃ω闘

在帯

1㍉"･"α伽α/C〃1"〃α間在帯

811鮒｡脇･κZZα〃1ケκ㈱伽"ひ肋/αo物εブ加α鮒

μ･肋ωEX間在帯

(lh∬なω伽〃星い篶抄｡ん〃沽EX/GZoムなω伽α〃〃α!1'･

5〃肋間在帯

GZ0501がαZ{αかα〃｡'1〃〃〃ゼ〃EX/GZoみ｡co〃`3α4俳

吻ω苫･刀ぬEX間在帯

たどのように(上位の基準面名)/(下位の基準面名)間

在帯と表現するのが便利であろう.

5.4.古磁気層位学的単元

最近浮遊性有孔虫化石と併用されて広域対比に有

効に使われているものに古地磁気現象(醐搬鵬9'

net五S肌)がある.古地磁気現象は岩石の残留磁気の

方向が火成岩1こついては冷却時のまた水成岩につい

ては堆積時の地球磁場(Earth㎜agneをic舳d)によっ

て決定されるという原理によって解釈されている.

この原理について次に少しくわしく説明しておこう.

まず火成岩について見ると残留磁気カミ生ずるのは

初めキュリｰ点(Cu工iePOint)以上の温度にあって磁性

をもたたかった磁鉄鉄だとの磁性鉱物カミキユリｰ点を

横切って冷却する時にその場所での地球磁場の方向に

磁化されるからである.その後地球磁場の強さや方

向が変わっても岩石は冷却時に磁化された強さと方向

をそのまま保っている.このようにして獲得されか

つ保存された磁気であるところからこれを熱残留磁

気(Ther皿｡･re狐anent㎡agnetization､丁沢M)とも呼ん

でいる.そしてこの熱残留磁気を基にしてその岩

石カミ冷却･凝固した時の地球磁場の強さと方向をきめる

ことカミできる.

水成岩にも磁性鉱物が含まれておりこれらは水底

に堆積する時に当時の地球磁場によって方向づけられ

て堆積する.したがってこの磁化の方向を調べるこ

とによって堆積当隣の地球磁場の方向がきめられる.

しかし水成岩の残留磁気は火成岩の熱残留磁気より

も安定性に欠けることカミある､すたわち地球磁場

の化石としては水成岩は火成岩より少し劣っている.

火成岩の熱残留磁気に対して水成岩のそれは砕屑性

残留磁気(Detr三ta1ren1anentmagnetization,DRM)

と呼ばれることがある.

現在層位学的に利用されているのは残留磁気の調

査によって知られた地球磁場の逆転.(Reversa1)であ

る.この種の古地磁気の調査が組織的に行なわれるよ

うにたったのは最近のことであるが逆舷現象そのもの

は1906年フランスの物理学者BRUN醐s,B･によっ

てある種の熔岩流について発見されている.彼はこ

の熔岩が固結した頃地球磁場の向きが現在とは逆であ�
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図3-6

地球磁場の反転

(竹内均1970)

図3-7

火■⊥1岩の残留磁気による古

磁気学的緒年

(Coxほか2名ユ964に

よる.竹内均1970より)

ったためにこのようなことが生じたと考えた(図3-

6).次いで工929年にはわカミ国の松山基範(1884～

1958)が多数の更新世(今日流に考えて)の火山岩に

現在の地球磁場とは逆向きに磁化しているものがあるこ

とを発見しBRUN肥sと同様にそれを地球磁場の逆転

(今貝から見て)によるものと主張したが1950年頃ま

ではその証拠の確実性は一般に疑問視されていた.

図3-6の上図に示したような現在の地球磁場から

下図に示した逆向きの磁場への変化が具体的にどのよ

うな形をとるかについてばまだよくわかっていたい.

しかし現在までに得られた資料によれば地球磁場で

はある向きの磁場カミ数10万年続きこれと反対向きの

磁場への変化は5,000～ユα000年程度で完了するとい

う経過すなわち反転を繰り返して現在に至ったもの

と考えられる.このよう故地球磁場の反転の事実をみ

ごとに証拠だてたのはCox,んを中心とするアメリカ

地質調査所(U.S.Geo1ogica1S岨Yey)のスタッフ違

であった.彼らは多くの熔岩流の古地磁気学的資料と

そのカリウム･アルゴン法によって決定された絶対年代

とを総合して1964年約360万年前から現在に至る間

の古地磁気学的編集年(Pa玉aeo皿agnetlcchmo1ogy)を

発表した(図3-7).それによれば今から約70万

年前250万年前および330万年前を境として期

(Epock)と呼ばれる正･逆の時期カミ入れ代っている.

これらの期にはそれぞれ地磁気の研究における偉大な

先駆者の名がつけられている.すなわち地球上での

磁針のふれカ…地球磁場に起因することを最初に示し磁

年

代.

百

万

年.

単

位

O◎◎'一山一･一一一.一一一

�

0ハ

エ

ラ

ｰ

ブ

リ

ヌ

ポ

ク

松

山

ボ

ク

炊

ウ

､及

ポ

ク

ギ

'レ

エ1

ポト

.ぞ

鐘7川油畷鐵レユ三寸ン劇･

◎^ワ'一ロア7リガ

蕊ブリビ圏?窟鉋ヨ了醜"パ

△労ラバまス島

気学の父として有名たイギリスのWILLI舳G1LB皿RT

(1540～1603)地球磁場の原因のすべてが地球内部にあ

ることを証明した偉大な数学者であり物理学者でもあ

ったK蛆LFR醐RIc貫GムUss(1777～隻855)と並んで先

に述べたBR酬醐Sおよび松1⊥瞳範の名が使われている.

図3-7に示されているようにある極性の期が続い

ている間にところどころにこれと逆向きの極性を示

す短い時期が入っており事変(Event)と呼ばれてい

る.すなわち今から約100万年および200万年前のJa-

rami11oおよびO1duvaiの両事変は松1⊥1期(逆)の中

にある短い正の極性の時期でありまた今から約300

万年前のMammoth事変はガウス期(正)の中にあ

る短い逆の極性の時期である.これらの事変にはそ

れに属する最初の岩石が見出された場所にち沈んだ名前

が与えられている.すたわちJarami11oはNewMe-

xicoにあるJara1ni11oCreekにO1duvaiはTanzania

にあるO1(luvai峡谷にまたMal〕ユmothはCalifomia

にあるMa1n肌｡thにちたんだ名である(竹内均1970).

これらの事変は最初のうちは実験上の誤差ではな

いかと考えられていた.しかし同じ極性をもちか

つほとんど同じ年令の熔岩流が各地で発見されるに及ん

でこのようたその前後とは反対の極性を思った短い時

期があったことカミ確立されたのである.�
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伏角

(州一80㌧40T4ぴ8⑪曲

○山つ^

､
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図3-8北太平洋の深海底堆顧物に見ら

れる残留磁気の伏掲の簸直変化

(力筑雛次王970)

一しているので地球磁場の反転の歴史を連続的に調べ

るには何より適している昌その上その中に豊當に含

まれている浮遊性有孔虫の化石によってすでにある程

顯研叶

即芭｡島畠

○

隻

�

ギ噛i

21蒙

〆

刈

Dioiomo(eoU;にloソ

｡io,o煎｡o肥

､｡一仁｡㈹｡｡工臼1

以上に述べたような地

球磁場の反転は汎世界

的恋現象である.そこ

で地質時代を通じての

地磁気の変化を連続的

に知リ得るたらばその

層位学上の利用価値はき

わめて大きい.このよ

うた観点点からCoxら

が陸上の火成砦を材料と

して確立した地磁気によ

る編年表は直ちに深海

底の堆積物にその応用を

見出した.深海底では

堆積がきわめてゆるやか

に連続的に行たわれるた

め約10mの長さの柱状

試料(コア).は一般に

数100万年の時期をカバ

㈳

度わかっている浮遊性有孔虫帯との照合を同一の試料

によって同時に行次い得る場合が多い.ただ堆積

物の水平面内の方向をきめて採取することは不可能で

はたいにしても技術的にか妙むずかしいので多くの

場合伏角だけが測定される｡

図3-8は北太平洋から繰取された柱状試料から

10～20cmおきに試料を切り出してそわ伏角を測定し

た結果である.上部の約5mについては伏扇は正常

で平均値52｡のまわりにおよそ幼～δC｡の範囲でば

らついている･試料採取地点における現在の地磁気伏

角は57｡である.525clnの操さで急に伏角の符号カ主変

わってその状態は深さ棚搬まで続き'そこで突然

前の正常値に戻るが次の泌搬を過ぎるとまた反転

してその状態が柱状試料の下底近くまで続きそこで

また正常値に戻っている.このような伏角の変化は

同じ海域から採取された試料に共通しているし他の深

海底からの試料もおよそ同様の変化を示すことカミわか

ってきた･したがって図3-8の最上部の反転が

Brmhes期と松山期の境界に相当すると考えるのは

きわめて自然でありその場合には深さおよそ8mあ

たりの正常伏角値はJara1n泌｡事変また最下部のそれ

はO1duvai事変に相当することになる曲
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地球磁場の極性の変化に蓮づく南極紘域から操蚊された7本の柱状試料の対比(OpDYKEほか2名による.EIcH瓦Rユ968より)�
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熟精海域1こ創帖深海底禎1状謝料の残留磁郊こよる対比(ラ形ソト地質研究所グルｰブによる･浅野溝19?は1;)

この種の研究に大きく貢献したのはアメリカのSc･

曲卵海洋研究所(L的晦,Ca肚｡m玉a)およびL乱㎜ont

地質研究所(Cohmbi盈Univ.)の研究者たちである､

彼らの得た代表的な結果である南極海の堆積物の例が

図3-9に示されている.図の右端のスケｰノレは堆

積物の柱状試料の上端からの長さすなわち海底からの

深さを示している.また堆積物の残留磁気から求め

た地球磁場の筒きの正逆が各柱状試料について黒地

(正)および白地(逆)で示されている･本図の左端

部は図3-7を簡略にしたもので陸上での火山岩の試

料から求めた地球磁場の反転の歴史である.これと右

側の7本の柱状図とを比較してみると深海底堆積物と

火山岩というようにまったく異たった過程で生成され

たものの帯磁状態がきわめてよく対応していることが

知られる.その後の研究の進展によって深海底堆積

物に関するこのよう汰資料の地理的分布が汎世界的に

拡大されたにもかかわらずこのようた対店関係には例

外がなく多くの場合継続時間の短かい事変までよく

対応している.

これはきわめて重要た結果であって多くの火山岩や

深海底堆積物に言己録された逆帯磁が地球磁場そのもの

の逆転に伴って生成されたことにはもはや疑問の余地

がないといってよい､また深海底堆積物の帯磁の強

さの変化のこまかい測定によって現在では磁化の方

向の反転の直前には帯磁の強さが著しく弱ぐたり反

転後それが徐々に強くなって行くことも知られている｡

これは地球磁場のベクトルが方向を変えることなく

大きさだげが徐々に減じて.ついに｡どたり次いで反

対方向に成長したことを示唆するものとされている｡

よく知られているように今目一般に認められている

新生界の浮遊性有孔虫による生物層位学的分帯はおも

に暖かい海を好む種類によって組立てられている｡そ

こでこの分帯と砂層性残留磁気による分帯との関係を

明らかにするには熱帯の深海底堆積物か適しているこ

とは明白である.図3-!0はこのよう悲観点による研

究結果の例である.そしてこのような研究の積み重

ねによって今日では表3-11に総合的に示されてい

るように新生界については絶代年代による時間尺度

地球磁場反転の経過古典的な時間層位学的単元および

地質学的時間単元古水温変化曲線および浮遊性有孔

虫帯の関係がかなりの精度で明らかにされている.�
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先に述べたように地球磁場の反転を層位学約に利用

しようとする研究はカリウムｰアルゴン法による絶対

年代の測定が可能な若い火山岩についてはじめに行な

われた関係上人名を冠したいわぱ古磁気学的時間単元

(Pa1eomagnetictimeunits)による区分が叢ず行なわれ

単元名として“epock"が採用され地質学的時間単元

における“epock"(世)と区別するためか一般に鴇期μ

という訳語が陵われている.これらの期の長さから見

るとすでに地質学的時聞単元として使われている用語

を採用するならばむしろ通常“期"と訳されている

“age"をとるべきであろう.それはそれとして現在

すでに命名されている最近のおよそ400万年間のように

地球磁場反転の過程が細部にわたって知られている部分

についてはこれまでの命名に次らって固有名を与え

るのが便利であろう､しかも近畿地方の鮮新～更新

統(看購志郎ほか2名王㈱)や房総半島の上総～成

剛蓄群(靭11久夫ほか2名五96§;NIITs脳底｡N芽互970)に

ついて行なわれ淀研究例改とから見ると魏在陸上にあ

る一般の堆積岩層についても深線底堆積物について行

なわれたのと同様の研究が可能でありかつ有効である

ことは明らかなので地質学的時聞単元に対応する用語

がすでに使われている以上時間層位学的単元に対応す

る用語も欲しく放る.この際“期"と訳されている

ミ仙…伽w舳伽榊拙仰咄舳舳伽舳ψ'w舳〃物･榊･〃沸伽ψ脇州}1･〃･血小一山〃伽

ミ

童

き§鋤醐AN醐囲SO亙侵O肌AND

ま

言この本はE1sevier出版杜の意欲的た出版物の一つで

書

きあるD艀eioPmentsSedi血entOIOgyのシリｰズの13輯

妻である｡このシリｰズの肢かには堆積学の進歩に大

1き/貢献している織い/つか含まれている

き“Si1ur云anReefsofGotland"はこのシリｰズのほ

書かの本の多くが一般的基礎的なものを扱っているのに比

ミ

1べやや異色のもg)である･ごく地域的で限られた

き地質時代のしかも礁成石灰岩という特殊な対象をとり

!あげたものである副題にも示さメ｡ているがこのせ

ξまい対象について類型的分類･含有化石の古生態･ゴ

ミトランド島のシルノレ紀層の層序関係に関してくわしく

!鄭､圭肱記載と考察をおこなったものである｡

葦ゴトランド島はスウェｰデンに属するバノレチック海

1にある面積岬帥島である山この島を構成する

ミ地層は石灰岩と泥灰岩(ma･1)からなり化石を多産す

書る.シノレノレ紀の名称の前身であるゴトランド紀はごの

き

ξ鳥の名に的来したものであった.

ミA･A･M･M呵Nはこのシノレル紀石灰岩礁形成を研究し

圭

“epock"にはじめから“age"が使われていた汰らは

この用語としてためらいなく“Stage"(階)を時間層

位学的単元から流用できるのであるが上に述べたよう

た事情からそれにもにわかに賛成できないしさりと

て“epOck"に対応する“series"(統)を使うことも

ることにすればそれと時間層位学的単元における同名

のものとはおのずと区別されるので同じ単元名を使

用することによる混乱は考えられ孜い.さらに“eV一

帥t"(時変)に当る古磁気層位学的単元を新しく設定す

ることも考えられるがこれはいわば同一の“Sをage"

(階)の申における鑓層のようなものであるからとく

ぽ命名する必要性はそれほど改いであろう｡

(嬢蕎1重燃料部)

榊加州伽舳""畑伽榊ψ批㎞伽舳伽～桝伽榊伽凶㎞伽榊伽～伽枠伽榊ξ

含まれる化石の分布構成たどを調べ古生態学的放研究養

妾

を企てた･その研究でえられた観察と考察をと!ほと葦

めたのが593頁にのぼるこの本であ㌫初めにバ書

ノレチック海地域について全般的な地史が述べられこれミ

之

までのゴ/ラン胸中鮒生界の層序が紹介されてい1

る.ついで6章ぽわたり樵を形態1拡がヅ構成物硅妻

造礁化石の種類などによって三つのタイプに分けたうえミ

多

で礁成石灰岩を一つ一つ忠実に記載し考察を進めてミ

いる.礁形成の環境について形態的1生態的に復元書

ミ

してみようという態度が貫ぬかれ&そのうえでゴ1

トランド島のシノレノレ紀層の層序を新しく組みたてさらミ

に化石の古生態的研究の結果をのべて1･る･おわ/に1

ほかの地域の礁成石灰岩との堆較をおこたい礁形成の喜

一般的粂伜にもふれている｡鳥全体の地質図が付図とミ

葦

してつげられ豊富な写真とスケッチが添えられていて冬

これから石灰岩礁あるいは造礁化石群の研究をしようと書

い1場合好個の文献と肢るだろ1･(l1醐)1
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